
「
偉
大
な
ロ
マ
ン
主
義
者
た
ち
の
最
後
の
人
で
あ
る
イ
ー
デ
ラ
ー

は
、
一
八
六
○
年
、
ゞ
ヘ
ル
リ
ン
の
シ
ャ
リ
テ
病
院
の
医
長
と
し
て
死

ん
だ
。
そ
れ
は
グ
リ
ー
ジ
ン
ガ
ー
が
同
じ
シ
ャ
リ
テ
の
長
と
し
て
没

し
た
年
よ
り
八
年
だ
け
先
立
っ
て
い
た
」
。
ジ
ル
ボ
ー
グ
は
こ
う
書

い
て
い
る
（
「
医
学
的
心
理
学
史
』
、
神
谷
美
恵
子
訳
に
よ
る
）
。
イ
ー
デ
ラ

ー
（
一
八
○
九
’
一
八
六
○
）
が
シ
ャ
リ
テ
の
医
長
に
就
任
し
た
の
は

一
八
四
○
年
。
伝
記
は
、
か
れ
が
主
と
し
て
著
述
の
面
で
そ
の
才

能
を
発
揮
し
た
、
と
語
る
。
パ
ッ
シ
ョ
ン
は
高
利
貸
し
と
し
て
働

く
、
と
い
う
言
葉
が
か
れ
の
も
の
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
か
れ
は
ラ

ン
ゲ
ル
マ
ン
（
一
七
六
八
’
一
八
三
二
）
の
弟
子
、
そ
の
ラ
ン
ゲ
ル
マ

ン
は
神
秘
主
義
者
シ
ュ
タ
ー
ル
（
一
六
六
○
’
一
七
三
四
）
の
系
統
だ

っ
た
。

弱
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
と
精
神
科
医
た
ち

梶
田

昭

と
こ
ろ
で
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
（
一
八
一
二
’
一
九
○
二
）
だ
が
、
ゞ
ヘ
ル

リ
ン
の
軍
医
学
校
を
卒
業
し
て
シ
ャ
リ
テ
に
職
を
得
た
の
は
一
八
四

三
年
だ
か
ら
、
そ
の
時
は
イ
ー
デ
ラ
ー
が
精
神
科
の
医
長
だ
っ
た
。

ま
た
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
当
然
、
学
生
の
こ
ろ
か
ら
こ
の
ロ
マ
ン
主
義

者
の
医
長
に
教
育
も
受
け
、
接
触
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ウ
ィ
ル

ヒ
ョ
ゥ
は
「
細
胞
病
理
学
」
に
よ
っ
て
、
｜
般
に
は
一
九
世
紀
還
元

主
義
を
代
表
す
る
人
物
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ウ
ィ
ル
ヒ

ョ
ゥ
が
書
簡
の
中
で
、
イ
ー
デ
ラ
ー
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ

け
た
。一

八
四
五
年
八
月
二
七
日
の
日
付
で
、
シ
ャ
リ
テ
か
ら
父
親
あ
て

に
出
し
た
手
紙
で
あ
る
。
「
シ
ャ
リ
テ
に
お
け
る
私
た
ち
の
精
神
科

の
医
長
イ
ー
デ
ラ
ー
は
、
つ
れ
づ
ね
改
革
者
と
し
て
の
私
を
か
わ
い

が
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
（
且
号
冒
目
の
再
僅
言
碕
の
鯛
。
鳴
匡
盲
胃
葛
凋
ｇ

日
の
旨
の
『
ｚ
の
崖
の
昌
昌
胆
自
）
。
か
れ
は
、
こ
の
道
は
、
も
し
真
蟄
に
追
求

し
て
ゆ
け
ば
大
き
な
結
果
を
生
み
だ
す
に
違
い
な
い
、
と
い
っ
て
く

れ
た
の
で
す
」
。
こ
の
と
き
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
、
か
れ
の
線
維
素
説

を
発
表
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事
は
、
ク
リ
ュ
ヴ
ェ
イ
エ

の
静
脈
炎
説
を
批
判
し
た
も
の
で
、
か
れ
の
研
究
生
活
の
い
わ
ば
処

女
作
と
も
い
え
る
も
の
だ
っ
た
。
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ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
こ
の
次
の
年
、
正
式
に
シ
ャ
リ
テ
の
剖
検
医
に

任
命
さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
翌
年
、
つ
ま
り
一
八
四
七
年
は

市
民
革
命
の
波
が
ゞ
ヘ
ル
リ
ン
を
も
お
そ
っ
た
年
で
、
ゥ
イ
ル
ヒ
ョ
ゥ

も
そ
の
渦
中
に
巻
き
こ
ま
れ
る
。
イ
ー
デ
ラ
ー
が
こ
の
社
会
変
革
を

ど
う
い
う
目
で
見
て
い
た
の
か
、
参
考
に
な
る
資
料
を
私
は
知
ら
な

い
Ｏ
そ
こ
で
歴
史
の
文
脈
だ
が
、
河
合
隼
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て

お
ら
れ
る
。
「
（
イ
ー
デ
ラ
ー
を
最
後
と
す
る
）
こ
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

の
流
れ
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
天
才
の
な
か
に
再
び
ょ
承
が
え
り
、
そ
れ

が
理
性
の
国
フ
ラ
ン
ス
の
学
派
と
の
結
婚
と
い
う
信
じ
が
た
い
形
で

現
れ
出
た
」
（
ユ
ン
グ
心
理
学
入
門
二
四
頁
）
。
イ
ー
デ
ラ
ー
が
最
後
で

あ
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
イ
ー
デ
ラ
ー
の
後
任
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
グ

リ
ー
ジ
ン
ガ
ー
（
一
八
一
七
’
一
八
六
八
）
だ
っ
た
こ
と
に
、
象
徴
的

に
表
れ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ジ
ソ
ガ
ー
と
い
え
ば
、
だ
れ
で
も
か
れ
の
「
精
神
病
は
脳

病
説
」
を
思
い
出
す
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
軌
道
は
湧
胃
巨
雨
Ｈ
か
ら

９
日
目
冨
託
へ
切
り
か
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
グ
リ
ー
ジ
ン
ガ
ー

の
有
名
な
『
精
神
病
の
病
理
と
治
療
』
は
初
版
が
、
さ
き
に
引
用
し

た
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
手
紙
と
同
じ
一
八
四
五
年
で
あ
る
。
ゥ
イ
ル
ヒ

ヨ
ウ
の
書
簡
集
に
は
、
こ
の
グ
リ
ー
ジ
ン
ガ
ー
は
ま
っ
た
く
登
場
し

な
い
。
当
時
、
グ
リ
ー
ジ
ン
ガ
ー
は
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ッ
ヒ
、
ロ
ー
ゼ
ル

な
ど
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
医
学
改
革
の
一
方
の
旗
頭
で
あ
っ
た
が
、

ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
と
親
し
い
関
係
に
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
意
外
に
も
（
と
い
っ
て
も
、
い
ま
根
拠
唯
そ
の
書

簡
に
過
ぎ
な
い
が
）
９
日
胃
房
胃
の
グ
リ
ー
ジ
ン
ガ
ー
よ
り
も
、

扉
君
臣
篇
Ｈ
の
イ
ー
デ
ラ
ー
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
ば
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
と
グ
リ
ー
ジ
ソ
ガ
ー
の
差
を
考
え

さ
せ
る
。
同
じ
局
在
説
と
い
っ
て
も
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ゥ
は
体
中
に
ゆ

き
わ
た
っ
て
存
在
す
る
「
細
胞
」
に
、
生
理
・
病
理
の
座
を
求
め

た
。
グ
リ
ー
ジ
ン
ガ
ー
は
、
あ
る
か
け
が
い
の
無
い
、
「
脳
」
と
い

う
局
所
に
焦
点
を
当
て
た
の
で
あ
る
。

現
代
医
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
批
判
と
し
て
、
反
局
在
説
を
主
張

す
る
人
が
、
と
き
に
標
的
を
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
に
お
く
の
は
、
必
ず
し

も
適
切
で
は
な
い
、
と
私
は
考
え
る
。

（
府
中
市
）
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